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研究要旨  
歯科口腔保健の指標の一つとして、歯科受療行動を評価する指標は重要である。歯科受療行動

の指標である歯科受診率とかかりつけ医のいる人の割合について、今後日本における歯科口腔保

健の評価指標として適切かを検討するため、国内外の文献レビューを行った。歯科受診について

は医中誌から 160 編、PubMed から 128 編が選択された。かかりつけ歯科医については、医中誌

から 18 編、PubMed から 15 編が選択された。歯科受診については、定期的歯科検診・受診、1 年

以内の歯科受診が国内外で評価指標として用いられていた。しかし、歯科受診割合は年齢、居住

地、既往歴等で大きく異なり、単一の目標値では歯科口腔保健活動を適切に評価できていない可

能性が示唆された。日本の 1 年以内歯科受診割合はバイアスが比較的少ない協会けんぽのレセプ

トデータからは約 50％であり、歯科医療サービスを定期的に利用している人の割合の世界平均は

54%だった。多国を同時に評価した研究では、北欧諸国は歯科受診割合が高く、南欧では比較的

低かった。日本の報告では、南欧と同程度の受診割合であった。かかりつけ歯科医がいる人の割

合は国外ではあまり用いられていない指標であり、国際的な比較が困難であった。 

 
Ａ．研究目的 

歯科口腔保健の評価指標の一つして、歯

科受診率とかかりつけ医がいる人の割合に

ついて評価されている。歯科受診率とは定

期的な歯科受診や定期的な歯科検診（健診）、

1 年以内歯科受診割合を歯科医療サービス利

用可能性やアクセシビリティを把握するた

めの指標としている。疼痛がある時の都度

受診とは別に予防的な処置を定期的に受け

ることで、歯周病の悪化やう蝕の予防的処

置を行うことができ、また歯科衛生指導を

受けることで口腔内状況の改善につながる

と考えられる。また、さらにかかりつけ医

がいる場合は定期受診を促すなどの良い効

果があると思われる。健康日本 21 では、歯

科受療行動の一つとして「過去 1年以内に歯

科受診をしたか？」という指標の目標値が

定められており、2022 年度に 65％と定めら

れている。 
しかしながら、日本国内の歯科受療率の

実数値については公的統計データのみに頼

っており、バイアスのない結果が得られて

いるかは不明である。また、他国と比較し

て歯科受診率について比較検討した研究は
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存在しない。新たな指標として、かかりつ

け医が存在するかを指標とする可能性もあ

る。そこで本研究班では、歯科口腔保健の

指標の一つとして、歯科受療行動のうち、

歯科受診率とかかりつけ医のいる人の割合

について歯科口腔保健の評価指標として適

切かを検討するため、国内外の文献レビュ

ーを行った。 
 
Ｂ．研究方法 

対象となる文献を、国内外の論文を網羅

的に検索した。国内論文については医学中

央雑誌（医中誌）にて検索し、国外論文に

ついては PubMed で検索した。論文は原著

論文で期間は 2010 年〜2020 年に発表された

ものとした。検索ワードは歯科受診率につ

いては医中誌で「(((歯科受診/AL) or (歯科

検診/AL) or (歯科健診/AL)) and (PT=原著

論文)) and (DT=2010:2020)」、PubMed では

「("regular dental"[All Fields] AND ("visit"

[All Fields] OR "visitation"[All Fields] OR "

visitations"[All Fields] OR "visited"[All Field

s] OR "visiting"[All Fields] OR "visits"[All F

ields] OR "care"[All Fields] OR ("examinatio

n s"[All Fields] OR "examinator"[All Fields] 

OR "examinators"[All Fields] OR "examiner"

[All Fields] OR "examiner s"[All Fields] OR 

"examiners"[All Fields] OR "physical examina

tion"[MeSH Terms] OR ("physical"[All Field

s] AND "examination"[All Fields]) OR "physi

cal examination"[All Fields] OR "examination

"[All Fields] OR "examinations"[All Fields]) 

OR "check-up"[All Fields])) AND ((english[Fi

lter]) AND (2010:2020[pdat]))」である。 

かかりつけ医については医中誌で「(かか

りつけ歯科医/AL) and (PT=原著論文) and 

(DT=2010:2020)」、国外論文については Pub

Med で「" ("family dentist"[All Fields] OR "

regular dentist"[All Fields]) AND ((english[Fil

ter]) AND (2010:2020[pdat]))」とした。検索

は 2021 年 2 月に行い、掲載されている全て

の論文から選択した。除外基準として、症

例報告・総説をタイトルからわかる場合は

除外し、その後抄録の内容から本レビュー

に適切な内容ではない場合に除外した。 
歯科受診率やかかりつけ歯科医がいる人

について、その割合を記している場合は対

象者を明らかにして集計した。 
 
Ｃ．研究結果 

論文選択については図 1 にチャートを示

す。最終的に、歯科受診については医中誌

から 60 編(1–60)、PubMed から 129 編(61–18

9)が選択された。かかりつけ歯科医について

は、医中誌から 18 編(3,6,16,17,20,29,60,190–

200)、PubMed から 15 編(201–215)が選択さ

れた。 
歯科受診について国内論文の受診割合を

表 1にまとめる。定期的歯科受診、定期的歯

科健診・検診、ある一定の期間の歯科の受

診について検討している論文にわけ、地域

住民、年齢（未就学、小学生、高校生、大

学生、高齢者）や属性（妊婦、労働者、障

害者、保護者、歯科衛生士）、既往歴（がん、

糖尿病、人工透析、インプラント治療後）

に分けた。一定期間の受診は全ての論文で

過去 1 年以内の歯科受診だった。 
多くの研究では単一の施設や歯科医院に

受診している人を対象としたり、歯科検診

を受診した人が対象となっていた。研究ご

とに受診割合は大きく異なっており、一貫

性は認められなかった。地域住民の定期歯

科検診・健診では 34.9%(27)〜64.2%(46)、定

期歯科受診は 32.4％(4)〜62.5%(6)、1 年以内

の歯科受診は 26.8%(7)〜54.7%(53)であっ

た。 

レセプトデータを用いた研究は 1 編のみ

29



存在していた(10)。協会けんぽの大阪支部に

加入している 1,120,866 人を対象とし、2015

年に 1 回以上の歯科医療機関受診をした人

は約 50%であり、女性の方が高いことを報

告している。小児においては国際比較の論

文が存在し、12 歳の子供の定期的歯科受診

割合は、日本では 44％だったのに対し、イ

ギリス、デンマーク、オランダ、スウェー

デン、チェクでは 95%以上が受診してい

た。(37) 

国際誌での歯科受診についての論文を表 2

にまとめた。様々な国（アメリカ、ヨーロ

ッパ諸国、韓国、台湾、中国、アルゼンチ

ン、ブラジル、サウジアラビアなど）から

報告があった。対象者は地域住民や日本と

同様に年齢別（小児、高校生、青年、高齢

者）、属性別（妊婦、障害者、保護者）、

既往歴（がん、糖尿病、慢性腎不全）など

が報告されていた。日本と異なった属性は

移民、また既往歴では心血管疾患、脳血管

疾患、同種血液・骨髄移植後、てんかん、

低出生体重児、運動ニューロン病、気分障

害、ギャンブル依存症、喘息で受診割合が

報告されていた。一定期間の受診は過去 1

年以内の他に、過去 6 ヶ月以内、過去 2 年

以内の報告があった。 

１つのメタ解析論文(101)によれば、歯科

医療サービスを定期的に利用している人の

割合の世界平均は 54%(50-59%)であり、成

人では年齢（OR = 1.00; 0.89-1.12） 年少者

（OR = 0.52; 0.46-0.59） 一般的な健康状態

が悪く（OR = 0.73; 0.65-0.80） 口腔内の健

康状態も悪い（OR = 0.64; 0.52-0.75） 無歯

顎の人（OR = 0.32; 0.23-0.41） 家族構成の

サポートが少ない人（OR = 0.81; 0.73-0.8

9） 健康リテラシーが低い人（OR = 0.41; 

0.01-0.81）は歯科の利用が妨げられているこ

とがわかった。また、別のメタ分析論文で

は、男（OR = 0.85; 95％CI= 0.74, 0.95; P 

< .001） 少数民族や移民（OR = 0.71; 95％

 CI = 0.59, 0.82; P < .001） 農村部 OR = 

0. 87、95％CI＝0.76、0.97、P＝0.011） 学

歴（OR＝0.61、95％CI＝0.55、0.68、P＜0.0

01） 収入（OR＝0.66、95％CI＝0.54、0.7

9、P＜0.001） 保険加入状況（OR＝0.58、9

5％CI＝0.49、0.68、P＜0.001）が低い人が定

期的な歯科サービスの利用をしていない要

因となっていた。また、ヨーロッパの 13 の

国で行われた調査によると、定期的歯科受

診をしている高齢者の割合は、南欧（スペ

イン、イタリア、ギリシャ）が 40%代であ

ったのに対し、北欧（スウェーデン、デン

マーク）では 90%を超えていた。(156)  

 

かかりつけ歯科医のレビューについて

は、国内誌では、小児、高齢者、妊婦、障

害者が対象となっていた。かかりつけ歯科

医がいる人の割合は、小児は 52%(195) 入院

中の小児てんかん患者 74.5％(192), 妊婦は 5

3.7％(17)、高齢者は 64%〜86％(194,198–20

0)、中高年者は 7.8%(190)~89.8%(29)、障害

者は 69.3％~92.7%(20,191,196,197)、周術期

口腔機能管理を行った患者 10.9％~84.7%(3,1

6,60,193)、などである。範囲は広いが、定期

的歯科受診者と比較すると高い数値であっ

た。 

かかりつけ歯科医がいることは、OHI-S(O

ral Hygiene Index-Simplex（口腔衛生状態指

標）良好と関連していたが(16)、う蝕有病率

との関連は一貫性がなかった。(20,191,195) 

かかりつけ歯科医がいないことは歯が 20 歯

未満と有意に関連していた(男性:OR=10.21,9

5%CI :3.06−34.08, 女性:OR =6.66,95%CI : 

1.43−30.97)(199) また、自立女性高齢者にお
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いて 3 年後にも自立していることと関連が

みられた(OR=3.49, 95%CI=2.75,5.20) (200) 
国際誌ではカナダとアメリカで口腔癌患者

の 32.2~39.9％にかかりつけ歯科医がおり、

かかりつけ歯科医がいる方が口腔がん検診

を受診し、がんのステージが低い時に発見

された。(205,215) アメリカの 18 トリソミ

ーの患者は 90%、13 トリソミーの患者だと

79.1%の人がかかりつけ歯科医によって口腔

ケアをされていた。(209) オレゴン州の高

齢者の 54.5%がかかりつけ歯科がいた。

(208) また日本とアメリカ以外の国の研究で

は、レソト王国の青年の 3%(201)に、サウジ

アラビアの一般住民の 25%(202)にかかりつ

け歯科医がいたと報告されている。トリニ

ダード・トバコの糖尿病患者に対して行わ

れた研究では 17％にかかりつけ歯科医い

た。(204) カナダのブリティッシュコロンビ

ア州の研究では、HIV 感染者の 27%がかか

りつけ歯科医がいた(206) ドイツでは移民

が 55.7%と非移民の 82.4%がかかりつけ歯科

医がいると回答していた。(207) 
 
Ｄ．考察 
本研究では、歯科受診、かかりつけ歯科

医について、日本国内と国外の文献をレビ

ューした。 
歯科受診については様々な集団における

歯科受診割合が報告されていたが、かなり

幅が大きかった。地域や年齢、既往歴など

によって大きく受診割合が異なる可能性が

あり、またバイアスがあるデータである可

能性もある。協会けんぽのレセプトデータ

を利用した研究によれば、労働者の 1年間歯

科受診割合は 50%程度であることが報告さ

れており、集団全体での受診率は概ね同程

度であると想像される。また、国際的にメ

タ分析を行った研究によれば、歯科医療サ

ービスを定期的に利用している人の割合の

世界平均は 54%(50-59%)である。また、定期

的な歯科受診をしている高齢者の割合を日

本国内とヨーロッパ諸国と比較すると、高

齢者福祉施設通所(43)している 75 歳以上で

は男性 70.0%、女性 45.3%、都市近郊地域 
37.2% 、過疎化地域 19.9%(42)であり、南欧

レベルの 40%代より低い可能性もある。北

欧で 95%以上の人が定期的な通院をしてお

り、非常に高い定期的な歯科受診率である 
日本の現状は世界的には中〜低い割合であ

ると考えられる。アメリカはヨーロッパ諸

国よりやや低い定期受診率であるが、地域

性があるためか、一貫したデータは得られ

なかった。 
かかりつけ歯科医については、日本のデ

ータによるものが大きく、その他にはアメ

リカの研究が多かった。これは、日本にお

いてプライマリーケアの歯科医師を自由に

選択することができ、多くの歯科医院があ

ることと関係していると考えられる。そも

そもかかりつけ歯科医が制度上決定してい

る国が多いヨーロッパとは「かかりつけ歯

科医がいる人」についての研究がないため

である。日本において、現在「かかりつけ

歯科医制度」を推奨しており、かかりつけ

歯科医強化型診療所の区分の作成などが行

われているが、世界的に比較することは難

しい可能性がある。 
 
本レビューの目的は、歯科口腔保健行動

の指標として考えられる、定期検診を受け

ているか、1 年以内に歯科受診をしたか、か

かりつけ歯科医師がいるか、の指標につい

て地域・年齢・既往歴などによりそれぞれ

の目標値を日本国内外の文献と比較するこ

とで、設定できるのか、またそれが適切で

あるのかを検討することである。かかりつ

け歯科医の有無は世界的にはあまり使われ

ていない指標の可能性があるが、定期的歯

科健診・受診、1 年以内の歯科受診は国内外

で広く使われており、評価がしやすい指標

の一つであることがわかった。そのため、
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現在の健康日本 21 の目標として定められて

いる「過去 1年以内に歯科検診を受診しまし

たか？」と並び、歯科受診は重要な項目で

あると考えらえる。また、現在は全年齢を

通して 65％の目標値であるが、この値の妥

当性を検討する必要がある。北欧諸国と比

較した時に、日本の定期受診率は現在は低

い。また、労働者年齢では歯科健診・受診

率は低いことが報告されており、小児、障

害者、また介護介入がある高齢者は受診率

が比較的高いと思われる。年齢別や都道府

県別などの指標で歯科検診・受診率の新た

な目標値を策定する方が、より適切な可能

性があると考えられる。 
 

Ｅ．結論 
本研究では、歯科受診、かかりつけ歯科

医について、日本国内と国外の文献をレビ

ューした。 
歯科受診については様々な国、集団にお

ける歯科受診割合が報告されていたが、受

診割合の幅が広く、一貫したデータは得ら

れなかった。地域や年齢、既往歴などによ

って大きく受診割合が異なる可能性がある

ことが予想された。また、研究対象者は特

定の歯科診療所受診者、病院受診者、歯科

健診受診者など、「対象期間中に 1 回も歯

科を受診していない人」が研究から除外さ

れているものがあり、バイアスがあり過大

評価しているデータである可能性もある。

地域住民をランダムに選択した研究や、一

度も歯科受診をしていない人が含まれる、

協会けんぽのレセプトデータを利用した研

究が、比較的バイアスが少ない対象集団で

あると予想された。レセプトデータを利用

した研究では 1 年間歯科受診割合は 50%程

度であることが報告(10)されており、集団全

体での受診率は概ね同程度であると想像さ

れる。2016 年の国民健康・栄養調査によれ

ば、1 年以内の歯科検診の受診者は 52.9％で

あった。歯科受診と歯科検診は同じではな

いが、歯科検診目的に歯科受診をしている

ものも多くおり、職場での歯科検診がない

場合は多くの労働者の歯科検診は歯科受診

と同義である可能性があり、似た数値とな

っている可能性がある。また、国際的にメ

タ分析を行った研究によれば、歯科医療サ

ービスを定期的に利用している人の割合の

世界平均は 54%(50-59%)である。 
また、定期的な歯科受診をしている高齢

者の割合を日本国内とヨーロッパ諸国と比

較すると、高齢者福祉施設通所(13)している

75 歳以上では男性 70.0%、女性 45.3%、都

市近郊地域 37.2% 、過疎化地域 19.9%(15)
であり、南欧レベルの 40%代より低い可能

性もある。北欧で 95%以上の人が定期的な

通院をしており、非常に高い定期的な歯科

受診率である。日本の現状は世界的には中

〜低い割合であると考えられる。アメリカ

はヨーロッパ諸国よりやや低い定期受診率

であるが、地域性があるためか、一貫した

データは得られなかった。 
他に妊婦で歯周病がある場合は、早産や

子供が低体重出生児で出産することと関連

がある(216)と報告されており、また糖尿病

についても歯周病があると HbA1c のコント

ロールが悪化する(217)と報告されている。

日本の妊婦においては 1 年以内（もしくは

妊娠中）の歯科受診割合は 34.0%(35)〜54.5
%(14)と報告されており、国外では 26％（ア

メリカ）(187)、50.6~55%（カナダ）(145)、
60％（インド） (69)、60.8％（アメリカ 2
年以内）(132)、50.6~55%（カナダ）(145)と
妊産婦を対象とした研究で報告されてい

る。糖尿病患者では、国内では定期的歯科

受診者は 31.2%〜43.5%(22,21,33)、国外では

12.6％（サウジアラビア）(136)〜75.6％（イ

ンド）(166)と報告は少なかった。妊婦や糖

尿病患者など、一般集団よりも何らかのリ

スクが高い集団については、より歯科受診

や健診が必要であると考えられる。 
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かかりつけ歯科医については、日本のデ

ータによるものが多く、その他にはアメリ

カの研究が多かった。これは、日本におい

てはプライマリーケアの歯科医師を自由に

選択することができ、自分で様々な歯科医

院を受診することができる。そもそもかか

りつけ歯科医が制度上決定している国が多

いヨーロッパでは「かかりつけ歯科医がい

る人」についての研究がないためである。

日本において、現在「かかりつけ歯科医制

度」を推奨しており、かかりつけ歯科医機

能強化型診療所の区分の作成などが行われ

ているが、かかりつけ歯科医師がいる人の

割合を世界的に比較することは難しい可能

性がある。 
 
本レビューの目的は、歯科口腔保健行動

の指標として考えられる、定期検診を受け

ているか、1 年以内に歯科受診をしたか、か

かりつけ歯科医師がいるか、の指標につい

て地域・年齢・既往歴などによりそれぞれ

の目標値を日本国内外の文献と比較するこ

とで、設定できるのか、またそれが適切で

あるのかを検討することである。かかりつ

け歯科医の有無は世界的にはあまり使われ

ていない指標の可能性があり、評価指標と

しては国内のものとしてのみ利用できる可

能性がある。また、定期的歯科健診・受

診、1 年以内の歯科受診は国内外で広く使わ

れており、評価がしやすい指標の一つであ

ることがわかった。そのため、現在の健康

日本 21 の目標として定められている「過去

1 年以内に歯科検診を受診しましたか？」と

並び、歯科受診は重要な項目であると考え

らえる。また、現在は全年齢を通して 65％
の目標値であるが、この値の妥当性を検討

する必要がある。北欧諸国と比較した時

に、日本の定期受診率が現在は低い。ま

た、労働者年齢では歯科健診・受診率は低

いことが報告されており、小児、障害者、

また介護介入がある高齢者は受診率が比較

的高いと思われる。また、妊婦や糖尿病患

者などの歯周病を改善すべき集団の受診率

の目標値は一般地域住民の受診率の目標よ

りも高くした方が良いと考えられる。年齢

別や都道府県別などの指標で歯科検診・受

診率の新たな目標値を策定する方が、より

適切な可能性があることが示唆された。 
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図 1. レビュー対象論文の選択フローチャート 
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表 1.国内文献の歯科受診割合 

 定期歯科検診 定期歯科受診 1 年以内の歯科受診 
地域住民 34.9%(27) 

男性 31.5%、女性 39.
9%(53) 
58.2%~64.2%(46) 

32.4％(4) 
56%(29) 
56.5%(11) 
62.5%(6) 

26.8%(7) 
50%(10) 
男性 45.9%、女性 5
4.7%(53) 

未就学児 
 

55.6%(48) 35.6%(55) 
56.3%(23) 
75.5%(59) 
81.9%(28) 

 

小学生  25.3~32.8%(30) 
44%(37) 
65%(19) 

 

高校生   48%(2) 
大学生 33.9%(26)   
高齢者 28.1%(38) 

65 才以上 42.6%、75~
84 歳 64.5%(43)  

44.1%(31) 
高齢者福祉施設通所(13) 
60-74 才 
男性 75.0% 
女性 58.8% 
75 歳以上 
男性 70.0% 
女性 45.3% 
 
65 歳以上(15) 
過疎化地域 19.9% 

64.0%(58) 
75.2%(31) 
 

44



都市近郊地域 37.2%  
妊婦  33.1%(17) 34.0%(35) 

54.5%(14) 
労働者  28%(1) 41.1%(18)  
障害者  障害者福祉施設利用者 

59.1%(41) 
特別支援学校(肢体不自

由)に在籍する児童生徒 
72.7%(20) 
施設入所のダウン症患者

 94.1%(40) 

 

保護者 小学生の保護者 
50.7%(54) 

  

歯科衛生士  43.4%(12)  
周術期口腔機能管理

を受けた人 
 14.3%(3) 

22%(25) 
29.7%(60) 
35.8%(16) 

 

小児がん患者  30%以下(5)  
糖尿病患者 43%(8) 31.2%(22) 

40.6%(33) 
43.5%(21) 

 

人工透析患者  39.0%(49)  
歯科インプラント治

療者 
 63.9％(9)  

 

表 2. 国外文献の歯科受診割合 

 定期歯科検診 定期歯科受診 1 年以内の歯科受診 

地域住民  53.2％(ノルウェー)(76) 
59.3％（スペイン）(80) 
42.2％（ウェストバージニ

ア、アメリカ）（42.2％）71.
1％（ペンシルベニア、アメ

リカ）(88) 
44.3%(韓国)(93) 
62.3%〜62.7%(イギリス)(95,1
29) 
47.4%(台湾)(96) 
54％（世界中）(101) 
64.4%(アメリカ)(104) 
86.7%(イングランド、ウェー

ルズ、スコットランド、北ア

イルランド) 
(113) 

40％（イギリスのアスリ

ート,6 ヶ月以内）(84) 

<6 ヶ月以内 7.4% 
6 ヶ月〜1 年 9.6% 
1〜2 年 38% 
（インド）(97) 

45.8%(サウジアラビア)(9
9) 
39.6％（ブラジル、アル

ゼンチン、チリ）(100) 
 

<18 才 90%  
18-34 才 67.4%  
35-54 才 74.4%  
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53-63％（フィンランド）(11
9) 
25％（韓国）(121) 
87％（スウェーデン）(126) 
47.7%(韓国)(128) 
90％（スウェーデン）(141) 
74.8%（オーストリア）  
80.2%（ドイツ） 
95.4％（スウェーデン） 
85.0%（オランダ）   
43.1%（スペイン） 
47.5%（イタリア） 
71.1 %（フランス） 
91.5%（デンマーク） 
41.7%（ギリシャ） 
81.0%（スイス）   
65.1%（ベルギー） 
88.8%（チェコ） 
43.8% （ポーランド）(156) 
42.7％（イラン）(162) 
86.7％（デンマーク）(183) 

55<才 69.4% 
（カナダ）(106) 

20.5％（ナイジェリア）

(143) 
47％（ギリシャ）(181) 
34.4％（ヒスパニック、

アメリカ）(189) 
64％（香港）(186) 
62.1％（アルゼンチン）

(188) 

小児 34.2%(エジプト)
(72) 
48.3%(韓国)(161) 

11.4％（ブラジル）(70) 
6.8％（サウジアラビア）(87) 
28.3％（サウジアラビア）(10
5) 

所得が高い家庭の子 77％ 低
い家庭の子 50.3％（ベルギ

ー）(112) 

70.5％（生まれてからの
受診、スコットランド）
(63) 
76%(アメリカのメキシ
コ系移民)(102) 
77％（オーストラリア）
(120) 
60.5％（オーストラリ
ア）(155) 

高校生  18.9％（サウジアラビア）(8
1) 

 

青年 53.0%(61) 
30.48％（インド

の歯科大生）(14
0) 

77.8%(ロシアの医師学生)(10
8) 

54.4%(デンマーク)(134) 

55.0%(61) 

84.9％（2 年以内、ブラ

ジル）(110) 

高齢者 58%(アメリカ)(8
5) 

38.0%(68)(アメリカ) 

79.8%(スウェーデン)(114) 
50 歳で 93％、65 歳で 87％
（スウェーデン）(170) 
25％（介護施設、カナダ）(1
77) 
3%(トルコ)(180) 

46.3％(94)（イスラエ

ル） 
 

妊婦  13.7％（サウジアラビア）(7
3) 
 

妊娠中は 60％、出産後 6
カ月以降は 75％、産後 0
~6 カ月以内は 15％(69)
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（インド） 
60.8％（アメリカ 2 年以

内）(132) 
50.6~55%（カナダ）(14
5) 
26％（妊娠中、アメリ

カ）(187) 
障害者  64%(64) (ヨルダン) 86.5％（知的障害、アイ

ルランド、2 年以内）(15
3) 

保護者 29.2％（韓国）(1
61) 

23.4%（台湾）(154) 
保育園児の父親（72.62％）

母親（84.71％）（ポーラン

ド）(83) 

89.2％ （台湾、2 年以

内）(154) 
 

移民   移民 72.6％ 非移民 79.8
%（ドイツ）(117) 

頭頸部がんの患者  8.6％(台湾)(89) 65％（ドイツ、オースト

リア、スイス）(115) 
5.7%（中国）(160) 

糖尿病   12.6％（サウジアラビ

ア）(136) 
75.6％（インド）(166) 

心臓血管疾患の患

者 
  58.8％（オーストラリ

ア）(92) 

脳血管疾患後  46％（アメリカ）(185)  

同種血液・骨髄移

植（Allo-BMT
後） 

 66.1%(オーストラリア)(98)  

てんかん  77.57％（ポーランド）(103)  

低出生体重児の青

年 
37.2％(61)  49.2％ (2 年以内)(61) 

運動ニューロン病 
 

 24.2%（オーストラリア）(15
0) 

 

気分障害   67.4％（カナダ）(152) 

ギャンブル依存症  63％（アメリカ）(169)  

喘息  67.4%（アメリカ）(172)  

慢性腎不全   11.0％（アメリカ、非慢

性腎不全患者では 17.4
％）(176) 
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